
サーリー ビル&テッド トレーラー組み付け説明

サーリートレーラーを購入いただきありがとうございます。私たちはこのトレーラーが多くの異
なる種類の自転車で使え、沢山の荷物を牽引し、長く使えるよう設計することに注意を置きまし
た。しかしこのポテンシャルを完璧に発揮するには適切な取り付けが不可欠です。サーリート
レーラーの組付けをはじめる前に工具やサプライ（グリース類）を揃えて下さい。不適切な取り
付けは製品寿命が制限され、怪我を負ったり死に至る恐れがあります。工具や組み付けの適正が
欠けている場合、トレーラーを地元の自転車ショップに持ち込み組付けを行ってもらってくださ
い。
おっと、もうひとつだけ：このトレーラーは生きた動物や人を載せるよう設計されていません。
そういった行為はお客様や同乗者が怪我を負う恐れがあり、皆の気分が悪くなります。

RO

•	 アーレンキー各サイズ
•	 14mm、15mmオープンエンドレンチもしくはモンキーレンチ
•	 空気入れ
•	 グリース

NEED

•	 パーツを箱から出し、全て揃っているか確認して下さい。
•	 	床の上で箱をつぶし、幾つかのパーツを飛ばし、幸運をつかんでそれらを集

め、包装物を破棄して下さい。
•	 説明書に目を通し、内容を理解して下さい。
•	 	腐食を防ぐため、フレーム内側に湿気対策のバリアを張ることをお勧めします（日本

ですとWAKOʼS ラスペネ、KURE 6-66など）。トレーラーの寿命を延ばすことが出
来ます。

•	 	特に明記しない限り、組付けの際全ての締め具にはグリスを塗って下さい。

ASSEMBLY SETUP (アッセンブリの準備)



パーツ# 個数
1 1
2 1
3 2
4 1
5 1
6 1
7 1
8 2
9 2
10 1
11 2
12 1
13 2
14 4
15 4
16 2
17 1
18 1
19 2
20 14
21 8
22 4
23 2
24 1
25 1
26 4
27 2
28 2
29 2
30 2
31 1
32 1
33 2
34 4
35 1
36 1
非掲載

名称
QR アクスルスクリュー - M8 x 20mm
ベアリングキャップワッシャー
ヒッチアクスルベアリング
ノンドライブサイドスキュワーナット
QR スキュワーロッド
ドライブサイドスキュワーナット
ベアリングリテイニングリング
アクスルホックスプリング
アクスルホックサムスクリュー
ドライブサイドヨーク
ヨーククランプスクリュー - M6 x 20mm
ノンドライブサイドヨーク
ハマージョイントロックナット - M10 x 1
ハマージョイントブラスベアリング
ハマージョイントギザ付きワッシャー
ハマージョイントピボットボルト
ブーム
セーフティボルトスクリュー - M8 x 30mm
ホイールカバー
スポークガード / フェンダースクリュー - M5 x 16mm 
ホイールカバークランプスクリュー - M6 x 25mm 
ディフレクターシールド皿ねじ - M6 x 20mm 
ディフレクターシールド
ホイールリテイニングボルト - ノンドライブサイド
ホイールリテイニングボルト - ドライブサイド
ホイールベアリング
ホイールベアリングスペーサー
ホイール
アクスルワッシャー
スタブアクスルボルト
スタブアクスル - ノンドライブサイド
スタブアクスル - ドライブサイド
スタブアクスルウェッジ
ブームクランプスクリュー - M6 x 20mm
トレーラーベッド - ショート
トレーラーベッド - ロング
リフレクター 2

TRAILER PARTS LIST (トレーラー パーツリスト)
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TRAILER HITCH

TRAILER BED

(トレーラーヒッチ)

(トレーラーベッド)



ハマージョイントピボットボルト

ギザ付きワッシャー

ハマージョイント

ハマージョイント
ロックナット

(ハマージョイントピボットの組み付け)

スタブ アクスル

アクスル ワッシャー
ホイール リテイニング ボルト

くさび
(6時の向きに)

(ホイールとアクスルの組み付け)



HITCH ASSEMBLY

BED ASSEMBLY
1. 	両スタブアクスルの外側全体、そしてアクスルを挿入するトレーラーベッドアクスル

チューブの内側全体にグリスを薄く塗ります。注意：スタブアクスルはそれぞれの側で異
なります。ʼDʼのマークが入っているスタブアクスルはトレーラーの右側(ドライブサイ
ド)、ʼNDʼのマークが入っているスタブアクスルはトレーラーベッドの左側(ノンドライブ
サイド)に取り付けます。取り付けに際しては、くさびが6時の位置に来るようアクスルを
回して位置を合わせて下さい。位置合わせが終わったらトレーラーベッドにスタブアクス
ルを固定するためウェッジボルトを締め込んで下さい（トルク＝20Nm）。

2. 	ホイールを組み付けはアクスルワッシャーをスタブアクスルに差し込んでから車輪を適正
なホイールリテイニングボルトで締め込んで下さい（トルク＝30Nm）。注意：ホイール
リテイニングボルトはそれぞれの側で異なります。ドライブサイドのボルトは左ねじ（逆
ねじ）で、ノンドライブサイドは右ねじです。ボルト頭のマーキングでどちらのボルトを
トレーラーのどちら側に使うか判っていただけると思います。

3. 	M5 x 16mmの六角穴つきねじを左右で計14個、湾曲したホイールカバーチューブ上に
ある小物用穴に取り付けて行きます（最大トルク7Nm）。この締め具はトレーラーに
フェンダーやスポークガードを取り付けるためのものです。フェンダーなどは自作いた
だくかサーリーのアクセサリについてはsurlybikes.comをご覧下さい。

4. 	M6 x 25mmねじを左右で計8個、ホイールカバーのクランプ部分（一箇所につき2本）に
締め込みます。ホイールカバーをホイールカバースタッズ（件スポークガード取り付け
穴）のベッド寄りに差し込みます。ホイールカバーはトレーラーベッドに対して直に取り
付けることを確認して下さい（トルク＝8Nm）。次にM6 x 20mmの皿ねじ4本を使って
M6 x 20mmディフレクターシールドを左右に取り付けて下さい（トルク＝6Nm）。

5. 	リフレクターをホイールカバークランプ外側の突出した場所に取り付けて下さい。

6. 	トレーラーベッド先頭部のブームクランプにM6 x 20mmボルトを4本締め込んで
下さい（この段階ではまだ締め込まないで下さい）。

7.  サムスクリューにスプリングを組み込んでから左右のヒッチフックそれぞれ
にねじ込みます。

8. 	ノンドライブサイドのヨークをドライブサイドヨークのクランプに差し込み、2本のM6 
x 20mmねじで固定します（ヒッチの幅は後で調整します）。

9. 	ハマージョイントに適切なハードウェアを装着してから、ブーム（張り出し棒）をヨークに
取り付けます。注意：ワッシャーは片面のみギザギザ加工が施されており、正しく設置する
必要があります。各ワッシャーの滑らかな面はブラス側に面し、粗い面がペイント側に向か
ないといけません。それぞれのピボットの締め具合はあとで調整します。ジョイント内の全
ての摩擦面にグリスを塗って下さい。*「グリース」がその合い言葉さ！

                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 *1978 Frankie Valli - Grease

(ベッドの組み立て)

(ヒッチの組み立て)



ED

Connecting TRAILER TO BIKE
13.リアホイールの準備をします。

a. QR(クイックリリース)アクスルの場合
i.	 ハブからスキュワーを取り除きます。
ii. 	トレーラースキュワーのノンドライブサイドの部品を組み込み、

ハブに挿入します。注意：M8 x 20mmボルトはスキュワーロッ
ドに完全に締め込まないで下さい。この時点では数回ねじ込むだ
けで大丈夫です。

iii.  ドライブサイドのスキュワーナットをスキュワーロッドの先端が
ノンドライブサイドのドロップアウトの外側の面と同じ高さにな
るまで指で締め込んで行きます。注意：スキュワーロッドの先端
がドロップアウト面に並ぶことは大変重要です。このセットアッ
プを行うにはM8 x 20mねじを緩める必要があるかもしれませ
ん。

iv. 	M8 x 20mmアクスルナットを締め込んでリアホイールをホイールにしっかりと固
定してください。

B. 10 x 1 ねじ切りアクスルの場合
i.	 	アクスルナットを取り除き、代わりにトレーラーアクスルナットと

ギザ付きのワッシャー(別売りです)を取り付けます。
ii. 	15mmレンチを使って通常通りフレームにホイールを取り付けます。

10. 	トレーラーベッド前部のクランプにヒッチを差し込み、クランプボルトを適度に締
め込んで下さい。ヒッチの方向は後で調整します。注意：ヒッチのアッセンブリは
ねじが切られたセーフティボルトボスがトレーラーベッド上のガセットと干渉しな
いために揺れる必要があります。

11. 	M8 x 30mmねじをブーム上のセーフティボルトボスへねじ込みます。

12.  

S
1. 	ヨークのクランプボルトを緩め、アクスル上のヒッチベアリングの幅にあわせてヨーク幅を

調整します。アクスル上の引っ掛ける部分にグリスをグリスを少量塗ります。ヒッチベアリ
ングとヒッチフックをつないでトレーラーを自転車に取り付けます。ベアリングの幅を調整
して完璧に引っ掛けるまで、この作業は何回か試みることになるでしょう。左右のベアリン
グがしっかりとフックポケット内に収まっていることを確認して下さい。コークの幅が決ま
り、左右のヨークアームが一列に並んだら、ヨークのクランプボルトを締め込んで下さい
（トルク＝9Nm）。トレーラーは自転車につなげたままにしてください。

2. 	自転車を垂直に立てブームクランプを調整のため緩めます。この時点ではトレーラーの縦
と横の向きを同時に調整する必要があります。トレーラーのセンターラインとリアホイー
ルを一列に揃えることで、トレーラーは自転車のあとを真っ直ぐ追ってきます。そしてト
レーラーのベッド部分が地面に対して平行になるまで、クランプ部分を垂直方向に動かし
て下さい。トレーラーの向きが定まったら、クランプボルトを締め込んで設定を確実なも
のにしてください。

(ヒッチのベッドへの取り付け)

(トレーラーの自転車への取り付け)



3. 	M8 x 30mmセーフティスクリューをアングルプレートに対して、ぴったりとぶつかり止
まるまでねじ込みます。このねじは不測の事態でブームクランプが滑った際、トレーラー
の前方部が地面にぶつかるのを防ぎます。単純で安価な保険と捉えて下さい。

4. 	メインピボット(ハマージョイント)のロックナットを2つ共緩めます。2つのピボットボル
ト締めたり緩めたりしながら、メインピボットのテンションを調整して下さい。ジョイン
ト部分は遊びがなく、若干抵抗があるくらいが良好です。ピボットが正しく締め込まれた
ら、ジョイント部分はトレーラーをつないでも自転車を垂直に保持するのに十分な抵抗を
有します。ピボットボルト上のナットを締め込み調整を確実なものにしてください。注
意：ピボットのハードウェアが正しく調整、グリース添付、固定されてていないと、ブラ
ス製のピボットベアリングは瞬く間にすり減ります。

 









トレーラーへの積載
トレーラーは貨物の重心がトレーラーのアクスル上に置かれる時に最も機能します。トレー
ラーは136kgまで積載でき、連結部分の最大荷重は23kgです。重量制限を上回ったり、しっ
かりとウェイトを配置しないとご自身やトレーラーが損害を被る恐れがあります。どう考え
ても運搬経験は少しも楽しいものにはならないでしょう。
トレーラーを自転車に取り付け荷物を運ぶことはこの上なく簡単です。ですからトレーラー
に荷物を載せる時は自転車が固定されていることを確認して下さい。トレーラーに荷物を追
加したり下ろす際は自転車が倒れる恐れがあるので、積載の際はノンドライブサイドに自転
車を倒すことをお勧めします。
連結部分にかかる荷重は一般的な体重計で簡単に確認出来ます。荷物を積んで自転車につな
いだら、体重計に自転車のリアホイールを載せ（もちろんお客様が自転車に乗ってない状態
でです）、目盛りが23kgを超えないようにしてください。
当然のことですが、貨物はサーリーのジャンクストラップやロープ、バンジー（ゴム付きス
トラップ）などを使ってトレーラーの適所にしっかりと固定されなければいけません。

タイヤの空気圧
タイヤの空気圧はトレーラーの性能を発揮する上で大きな役割を担います。荷物を積んだ
ら、重量に応じて最高の働きをするようタイヤの空気圧を調整して下さい（35psiからはじめ
ると良いでしょう）。空気圧が高すぎるとトレーラーが跳ねる要因となり、低すぎると締ま
りのないハンドリングになり、転がり抵抗が増えてタイヤの破損やインナーチューブを挟む
パンクにつながります。忍者のごとき自在なトレーラータイヤの空気設定には幾らかの試行
錯誤を必要とすることでしょう。

EXTRAS (その他)



ACCESSORIES AND ATTACHMENTS 

LIMITED WARRANTY: 
サーリーのトレーラーは製造上の欠陥に対し、購入された日から3年間の保証が適用されます。これは製造段階で製品が尚早な
故障を引き起こすような何かしらのドジを踏んだ場合、我々の判断により修理もしくは交換を行うというものです。この保証は
製品を購入した最初の人に適用され、譲渡は出来ません。日付の入った購入証明書なくして保証問題を考慮することはありませ
ん。保証は”通常”使用以外の結果で生じたダメージには適用されず、”通常”使用により回避することの出来ない消耗や傷にも適
用されません。生きた人々や動物は決してサーリートレーラーに載せないで下さい。サーリーの製品は精力的に使われるよう作
られ、優しく扱うことを想定しておらず、お客様が私たちの製品を使うたびに向き合う所有権や体の先天的な危険性について責
任を負えません。私たちは”乗れてる”という現象に敏感ですが、正直なところそれを持ち合わせていません。残念ながらペイン
ト関係も保証の対象外ですし、私たちのある製品の欠陥により引き起こされたあなた自身もしくは他のあなたの製品への損害も
負えません。

最後になりますが製品に改造を施したり手入れを怠る方に対しても責任を負えませんし、そういった使い方をされている間に起
こったことにも責任を負えません。私たちは説明することを嫌います・・が今は21世紀です。私たちはトレンドに逆行する製
品作りで知られていますが、多くの人たちが欠陥でない、もしくは保証規定に見合っていない製品を送り返してきたのを見てい
ます。この規定を読んで自身で決意していただき、幾らかの時間と発送の費用を節約してください。あなたのサーリー製品に関
してショップ共々保証検査の必要性があるという見解である場合、購入されたお店にレシートを付けて返品してください。電話
やe-mailでの問い合わせには残念ながらお答えできませんが、私たちはあなたが再び自転車にまたがれるよう最善を尽くしま
す。

 

サーリートレーラーはサーリーのために設計され、お客様全てのクレイジーなアイデアを
実現するDIYフレンドリーなプラットフォームを持っています。
 

 


 

CONTACT US:

SURLY 
Phone: 877.743.3191
Web: www.surlybikes.com
E-mail: derby@surlybikes.com
Where We Is: 6400 W. 105th St., 
Bloomington, MN 55438 USA

(アクセサリと取り付けダボ)

(制限保証)




